
(57)【要約】

　【課題】　頸動脈の超音波測定を行う際に、超音波放

射面を強く押し付けなくとも頸部体表面に隙間なく接触

させることができる超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　超音波放射面１２は３つの単位領域１

５１～１５３から成り、単位領域１５１と１５２、及び

単位領域１５２と１５３はそれぞれ超音波放射面が角度

をもって接続されている。これにより、超音波放射面１

２には凹状屈曲部１６及び凸状屈曲部１７が形成される

。被検者の顎関節に凹状屈曲部１６を、顎と頸部との境

界に凸状屈曲部１７を合わせて、超音波放射面１２を体

表面に当接すると、超音波探触子を強く押し付けなくと

も体表面に隙間なく接触させることができる。これによ

り、頸動脈が圧迫されて頸動脈が変形することを防ぎ、

正しい測定結果を得ることができる。また、被検者に苦

痛を与えることがない。更に、体表面の広い領域に亘っ

て超音波探触子を接触させることができるため、視野幅

を広くとることができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 素 子 が １ 列 に 配 置 さ れ た 超 音 波 放 射 面 を 頸 部 に 当 接 さ せ 、 該 超 音 波 素 子 が 送 受 波
す る 超 音 波 に 基 づ い て 頸 動 脈 に 関 す る 測 定 を 行 う た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 超 音 波 素
子 の 配 列 方 向 の 該 超 音 波 放 射 面 の 形 状 が 測 定 箇 所 の 体 表 面 の 形 状 に 合 わ せ て 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 が 、 顎 関 節 の や や 上 部 、 顎 関 節 か ら 顎 と 頸 部 と の 境 界 ま で 、 及 び 、 該
境 界 の や や 下 部 ま で を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 、 特 に 頸 動 脈 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 測 定 す る た め の 超 音 波 診 断
装 置 に 用 い る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 動 脈 硬 化 は 狭 心 症 ・ 心 筋 梗 塞 等 の 心 疾 患 や 脳 梗 塞 等 の 原 因 と な る た め 、 定 期 的 に 検 査 を
行 う こ と が 望 ま し い 。 動 脈 硬 化 と は 、 外 膜 ・ 中 膜 ・ 内 膜 の ３ 層 か ら 成 る 動 脈 の 血 管 壁 の う
ち 、 内 膜 及 び 中 膜 が 肥 厚 し 、 硬 く な る も の で あ る 。 通 常 、 動 脈 硬 化 の 診 断 は 、 頸 動 脈 血 管
の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 (Intima-Media Thickness、 以 下 、 "IMT"と い う 。 )を 測 定 す る こ と に
よ り 行 わ れ る 。 こ こ で 、 頸 動 脈 を 測 定 対 象 と す る の は 、 他 の 部 位 と 比 較 し て 頸 動 脈 の IMT
値 が 動 脈 硬 化 の 初 期 の 段 階 か ら 大 き く な り 動 脈 硬 化 の 発 見 が 容 易 で あ る た め 、 及 び 頸 動 脈
の 皮 膚 か ら の 深 さ が ２ ～ ３ cmと 浅 い こ と に よ り 測 定 が 容 易 で あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 IMT値 の 測 定 は 、 頸 動 脈 を 超 音 波 診 断 装 置 に よ り 撮 影 し 、 得 ら れ た 超 音 波 画 像 を 分 析 す
る こ と に よ り 行 わ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 測 定 者 で あ る 医 師 又 は 技 師 が 表 示 装 置 の 画 面 上
又 は 印 刷 し た 超 音 波 画 像 上 に ノ ギ ス を 当 て て IMT値 を 求 め て い る 。 ま た 、 本 願 発 明 者 の 一
部 は 特 許 文 献 １ に お い て 、 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 か ら 内 膜 の 内 壁 位 置 と 外 膜 の 内 壁 位 置 を 検
出 し て 両 者 の 間 隔 を IMT値 と し て 算 出 す る 超 音 波 診 断 方 法 及 び 装 置 を 提 案 し 、 こ れ に よ り
、 IMT値 の 測 定 時 間 を 短 縮 す る と 共 に 、 測 定 者 の 熟 練 度 に 頼 る こ と な く 必 要 な 測 定 精 度 を
得 る こ と が で き る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 2889568号 公 報 （ [0033]～ [0037], 図 6）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 頸 動 脈 の IMT値 を 求 め る た め に は 、 ま ず 、 頸 動 脈 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と
が 必 要 で あ る 。 こ こ で 、 頸 動 脈 の 超 音 波 画 像 の 取 得 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 測 定 者 は 、 被
検 者 の 頸 部 の 側 面 や 斜 め 前 面 (前 側 面 )等 、 所 定 の 位 置 に 超 音 波 探 触 子 (超 音 波 プ ロ ー ブ )を
当 て る 。 超 音 波 探 触 子 に は 超 音 波 放 射 面 の 内 部 に 数 十 個 の 超 音 波 素 子 が 一 列 に 配 列 さ れ て
お り 、 測 定 を 開 始 す る と 、 各 超 音 波 素 子 か ら 順 次 超 音 波 が 送 波 さ れ る 。 送 波 さ れ た 超 音 波
は 体 内 で 反 射 さ れ 、 こ の 反 射 超 音 波 が 超 音 波 素 子 に よ り 受 波 さ れ る 。 こ の 送 波 と 受 波 と の
時 間 差 に 基 づ き 、 頸 動 脈 周 辺 の 超 音 波 画 像 を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 超 音 波 画 像 の 取 得 の 際 に 、 超 音 波 放 射 面 と 被 検 者 の 体 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る と
、 超 音 波 探 触 子 と 体 内 と の 間 で 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う こ と が で き な い た め 、 こ の よ う な 隙
間 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 超 音 波 探 触 子 に は 、 超 音 波 放 射 面 の 形 状 を 、 比 較 的 狭 い 領 域 を 見 る た め に 直 線 状 と し た
も の や 、 そ れ よ り も 広 い 領 域 を 見 る た め に 凸 円 弧 状 と し た も の が 用 い ら れ て い る 。 一 般 に
、 超 音 波 放 射 面 の 形 状 と 体 表 面 の 形 状 は 必 ず し も 合 致 し な い が 、 例 え ば 腹 部 等 で は 体 表 面
が 比 較 的 柔 軟 で あ る た め 、 超 音 波 探 触 子 を 体 表 面 に 押 し 付 け る こ と に よ り 、 隙 間 を 生 じ る
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こ と な く 測 定 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 内 臓 等 の 観 察 目 的 が 体 表 面 か ら 離 れ て い る た め
、 超 音 波 探 触 子 を 押 し 付 け て も そ れ ら が 変 形 す る こ と が な く 、 測 定 結 果 に 影 響 を 及 ぼ す こ
と は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 腹 部 等 を 測 定 す る た め の の 超 音 波 探 触 子 を 用 い て IMT測 定 を 行 う と 、 以 下 の 問
題 が 生 じ る 。
　 頸 動 脈 は 、 頸 部 の 顎 の 直 下 に お い て 、 １ 本 の 総 頸 動 脈 か ら 前 頸 動 脈 と 後 頸 動 脈 の ２ 本 に
分 岐 し て い る 。 こ の 分 岐 部 付 近 で 動 脈 硬 化 の 症 状 が 顕 著 に 現 れ る た め 、 こ の 部 分 で IMT値
測 定 が 行 わ れ る こ と が 多 い 。 ま た 、 IMT値 測 定 以 外 に も 、 そ の 分 岐 部 付 近 に プ ラ ー ク が 生
じ や す い こ と か ら 、 こ の 部 分 に お い て 超 音 波 測 定 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 部 分 に お い て 頸 動 脈 を 観 測 す る た め に は 、 超 音 波 探 触 子 は そ の 部 分 付 近 の 体 表 面 に
縦 に 当 接 し な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 頸 か ら 顎 に わ た る 部 分 は 複 雑 な 形 状 を 呈 し て お り
、 し か も 、 そ の 部 分 は 腹 部 ほ ど の 柔 軟 性 が な い 。 そ れ に も 関 わ ら ず 、 従 来 は 、 腹 部 等 で 用
い て い た 超 音 波 探 触 子 を そ の ま ま 用 い て い た た め 、 超 音 波 放 射 面 と 体 表 面 と の 間 に 隙 間 が
生 じ た り 、 あ る い は 、 そ の よ う な 隙 間 が 生 じ な い よ う に 測 定 者 が 超 音 波 探 触 子 を 被 検 者 の
体 表 面 に 強 く 押 し 付 け て 頸 動 脈 を 変 形 さ せ た り 、 被 検 者 に 苦 痛 を 与 え る 等 の 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 IMT測 定 に お い て は 、 頸 動 脈 中 の 所 定 の 複 数 の 位 置 に お け る 測 定 値 の 平 均 値 、 中
間 値 又 は 最 大 値 を 用 い て 診 断 を 行 う た め 、 上 記 分 岐 部 付 近 を 中 心 に 頸 動 脈 の 上 下 方 向 に 30
mm程 度 以 上 の 幅 （ 視 野 幅 ） の 超 音 波 画 像 が 得 ら れ 、 そ れ に よ り 複 数 位 置 の 測 定 値 が 同 時 に
得 ら れ る こ と が 望 ま し い 。 し か し 、 超 音 波 探 触 子 を 的 確 に 当 接 で き な い た め に 十 分 な 視 野
幅 が 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 被 検 者 の 頸 動 脈 の 分 岐 部 付 近 の 体 表 面 に 適 合 す る よ
う に 超 音 波 放 射 面 を 当 接 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り IMT値 測 定 等 （ ＊ IMT値 以 外 に 、 そ
の 箇 所 の 画 像 を 見 た い 場 合 も あ る と 思 わ れ る た め 、 「 等 」 と し た 。 ） を 適 切 に 行 う こ と が
で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 素 子 が １ 列 に
配 置 さ れ た 超 音 波 放 射 面 を 頸 部 に 当 接 さ せ 、 該 超 音 波 素 子 が 送 受 波 す る 超 音 波 に 基 づ い て
頸 動 脈 に 関 す る 測 定 を 行 う た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 超 音 波 素 子 の 配 列 方 向 の 該 超 音
波 放 射 面 の 形 状 が 測 定 箇 所 の 体 表 面 の 形 状 に 合 わ せ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 測 定 箇 所 と は 、 例 え ば 上 記 分 岐 部 付 近 を 中 心 に 頸 動 脈 の 上 下 方 向 に 30mm程 度 の
領 域 を 指 す 。 超 音 波 探 触 子 は そ の 測 定 箇 所 に 対 応 す る 体 表 面 に 当 接 さ れ る 。 こ の よ う に 超
音 波 探 触 子 が 当 接 さ れ る 体 表 面 の 領 域 に は 、 例 え ば 顎 関 節 に よ る 凸 部 や 、 顎 と 頸 部 と の 境
界 に お け る 凹 部 が あ り 、 こ れ ら の 凹 凸 が 通 常 の 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 放 射 面 を 適 切 に 当 接
さ せ る こ と を 妨 げ て い る 。 そ こ で 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 超 音 波 素 子 の 配 列
方 向 の 超 音 波 放 射 面 の 形 状 が 上 記 測 定 箇 所 の 体 表 面 の 形 状 に 合 わ せ て 形 成 さ れ る 。 望 ま し
く は 、 そ の 形 状 は 、 顎 関 節 の や や 上 部 、 顎 関 節 か ら 顎 と 頸 部 と の 境 界 ま で 、 及 び 、 該 境 界
の や や 下 部 ま で を 覆 う よ う な も の と す る 。 も ち ろ ん 、 こ の 部 分 の 体 型 に は 被 検 者 毎 に 個 人
差 が あ る が 、 当 該 測 定 箇 所 の 平 均 的 な 形 状 に 合 わ せ て 超 音 波 放 射 面 を 形 成 す る こ と に よ り
、 大 半 の 被 検 者 の 当 該 測 定 箇 所 に 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 よ り も よ り 適 切 に 、 よ り 広 い 領 域
に 亘 っ て 超 音 波 放 射 面 を 当 接 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ の 測 定 箇 所 の 形 状 に 合 わ せ る た め に 、 複 雑 な 形 状 の 超 音 波 放 射 面 を 形 成 し て も よ い が
、 直 線 状 、 円 弧 状 、 あ る い は 楕 円 弧 状 等 の 比 較 的 単 純 な 形 状 の 超 音 波 放 射 面 を 複 数 組 み 合
わ る こ と に よ り 超 音 波 放 射 面 を 形 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 直 線 状 の ２ つ の 超 音 波 放 射 面 が
角 度 を も っ て 接 続 さ れ る と 、 そ の 接 続 部 に は 凹 状 又 は 凸 状 の 屈 曲 部 が 形 成 さ れ る 。 同 様 に
、 直 線 状 の ３ つ の 超 音 波 放 射 面 を 接 続 す る こ と に よ り 凹 状 及 び 凸 状 の 屈 曲 部 を １ 箇 所 ず つ
有 す る 超 音 波 放 射 面 が 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 顎 関 節 付 近 の 体 表 面 の 凸 部 と 超 音 波 放 射 面
の 凹 状 屈 曲 部 、 及 び 顎 と 頸 部 と の 境 界 の 体 表 面 の 凹 部 と 超 音 波 放 射 面 の 凸 状 屈 曲 部 の 位 置
が そ れ ぞ れ 合 致 す る よ う に 超 音 波 放 射 面 の 寸 法 を 適 宜 定 め る こ と に よ り 、 上 記 測 定 箇 所 に
適 切 に 当 接 さ せ る こ と が で き る 超 音 波 放 射 面 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 の よ う に 超 音 波 放 射 面 は 測 定 箇 所 、 即 ち 頸 動 脈 の 分
岐 部 付 近 の 体 表 面 に 近 似 し た 形 状 と な っ て い る た め 、 当 該 位 置 の 体 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生
じ な い よ う に 、 且 つ 体 表 面 を 圧 迫 す る こ と な く 超 音 波 放 射 面 を 当 接 す る こ と が で き る 。 そ
の た め 、 体 内 の 測 定 対 象 が 変 形 し て 測 定 値 に 誤 差 が 生 じ た り 、 被 検 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と
が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 従 来 よ り も 広 い 範 囲 に 亘 っ て 超 音 波 放 射 面 を 当 接 す る こ と が で き る
た め 、 十 分 な 視 野 幅 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 実 施 例 の 斜 視 図 (a)及 び 側 面 図 (b)を 示 す 。 超 音
波 探 触 子 の ヘ ッ ド １ １ は 、 そ の 表 面 に 、 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 入 射 し た 超 音 波 を 受 波 す
る 超 音 波 放 射 面 １ ２ を 有 し 、 そ の 内 部 に は 、 超 音 波 素 子 が 長 手 方 向 に １ 列 に 配 置 さ れ る 。
ヘ ッ ド １ １ の 超 音 波 放 射 面 １ ２ の 反 対 側 に 、 測 定 者 が 超 音 波 探 触 子 を 保 持 す る た め の グ リ
ッ プ １ ３ を 設 け る 。 グ リ ッ プ １ ３ か ら は ケ ー ブ ル １ ４ が 延 び 、 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ
る 。 各 超 音 波 素 子 か ら 体 内 に 発 射 さ れ 、 体 内 の 各 部 で 反 射 し た 超 音 波 は 超 音 波 素 子 に よ り
検 出 さ れ 、 電 気 信 号 に 変 換 さ れ て 、 ケ ー ブ ル １ ４ を 介 し て 超 音 波 診 断 装 置 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 放 射 面 １ ２ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 超 音 波 放 射 面
１ ２ の 形 状 ((b)の 太 線 部 )に 特 徴 を 有 す る 。 超 音 波 放 射 面 １ ２ は 超 音 波 放 射 面 の 向 き が 異
な る 複 数 の 領 域 か ら 成 っ て い る 。 以 後 、 こ の 領 域 を 「 単 位 領 域 」 と 呼 ぶ 。 本 実 施 例 で は 、
超 音 波 放 射 面 １ ２ は ３ つ の 単 位 領 域 １ ５ １ ～ １ ５ ３ か ら 成 り 、 い ず れ の 単 位 領 域 も 長 手 方
向 に つ い て 直 線 状 の 形 状 を 有 す る 。 単 位 領 域 １ ５ １ と １ ５ ２ 、 及 び 単 位 領 域 １ ５ ２ と １ ５
３ は そ れ ぞ れ 超 音 波 放 射 面 が 角 度 を も っ て 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 単 位 領 域
１ ５ １ と １ ５ ３ の 超 音 波 放 射 面 は 略 平 行 で あ り 、 単 位 領 域 １ ５ ２ は 他 の 領 域 と は 超 音 波 放
射 面 の 向 き が 異 な る 。 各 領 域 の 寸 法 は 、 頸 部 の 寸 法 の 平 均 値 か ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 単
位 領 域 １ ５ １ と １ ５ ３ の 長 手 方 向 の 長 さ を 20～ 30mm、 該 方 向 の 単 位 領 域 １ ５ ２ の 長 さ を 10
～ 15mm、 単 位 領 域 １ ５ １ と １ ５ ３ の 超 音 波 放 射 面 の 法 線 方 向 へ の ず れ を 10mm程 度 と す る こ
と が 望 ま し い 。 ま た 、 各 単 位 領 域 １ ５ １ ～ １ ５ ３ の 超 音 波 素 子 は い ず れ も 、 単 位 領 域 １ ５
１ 及 び １ ５ ３ の 超 音 波 放 射 面 の 法 線 方 向 に 超 音 波 が 放 射 さ れ る よ う に 配 列 さ れ る 。 従 っ て
、 単 位 領 域 １ ５ ２ か ら は 、 そ の 超 音 波 放 射 面 の 法 線 方 向 か ら 傾 い た 方 向 に 超 音 波 が 放 射 さ
れ る 。 超 音 波 放 射 面 １ ２ の 幅 １ ８ は 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 と 同 様 に 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う に 単 位 領 域 １ ５ １ と １ ５ ２ 、 及 び 単 位 領 域 １ ５ ２ と １ ５ ３ が そ れ ぞ れ 、 超 音
波 放 射 面 が 角 度 を も っ て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 単 位 領 域 １ ５ １ と １ ５ ２ の 境 界 に 凹 状 屈
曲 部 １ ６ が 形 成 さ れ 、 単 位 領 域 １ ５ ２ と １ ５ ３ の 境 界 に 凸 状 屈 曲 部 １ ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 の 超 音 波 探 触 子 の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 総 頸 動 脈 が 前 頸 動 脈
と 後 頸 動 脈 に 分 岐 す る 箇 所 を 測 定 す る た め に 、 被 検 者 の 顎 直 下 の 頸 部 の 側 面 又 は 前 側 面 の
表 面 （ 図 ３ の 太 線 部 ） に 超 音 波 探 触 子 を 当 て て 測 定 を 行 う 例 を 示 す 。 こ の よ う な 箇 所 に は
顎 関 節 ２ １ や 顎 ２ ３ と 頸 部 ２ ４ と の 境 界 ２ ２ が 含 ま れ 、 こ の う ち 顎 関 節 ２ １ の 位 置 の 体 表

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-152441 A 2005.6.16



面 の 形 状 は 凸 状 で あ り 、 上 記 境 界 ２ ２ 付 近 の 位 置 の 体 表 面 の 形 状 は 凹 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 測 定 者 は 、 超 音 波 放 射 面 １ ２ を 測 定 箇 所 に 当 接 す る 。 こ の と き 、 凹 状 屈 曲 部 １ ６ が 顎 関
節 ２ １ の 位 置 に 、 凸 状 屈 曲 部 １ ７ が 顎 と 頸 部 と の 境 界 ２ ２ の 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 合 う よ う に
す る 。 各 領 域 の 寸 法 が 頸 部 の 寸 法 の 平 均 値 に 対 応 す る た め 、 超 音 波 放 射 面 １ ２ は 大 半 の 被
検 者 の 体 表 面 に 無 理 な く 接 す る 。 ま た 、 超 音 波 放 射 面 １ ２ が 体 表 面 に 接 す る 範 囲 は 顎 関 節
２ １ の 上 側 か ら 境 界 ２ ２ の 下 側 ま で の 広 い 範 囲 に 亘 る 。 各 領 域 の 寸 法 を 上 記 の よ う に 定 め
る と 、 IMT値 測 定 を 行 う の に 十 分 な 、 頸 動 脈 の 分 岐 部 を 中 心 に 頸 動 脈 の 上 下 方 向 に 30mm程
度 以 上 の 視 野 幅 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 超 音 波 放 射 面 １ ２ を 測 定 箇
所 に 当 接 し た 後 、 測 定 者 は 超 音 波 診 断 装 置 の キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 等 を 用 い て 所 定 の 操 作 を
行 い 、 超 音 波 画 像 を 取 得 す る 。 以 降 の 操 作 は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 超 音 波 放 射 面 １ ２ は 強 く 押 し 付 け な く と も 大 半 の 被 検 者
の 頸 部 体 表 面 に 無 理 な く 接 触 さ せ る こ と が で き る た め 、 頸 動 脈 の 変 形 に よ る IMT値 の 誤 差
を 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 、 被 検 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 測 定
箇 所 付 近 の 広 い 範 囲 に 亘 っ て 超 音 波 放 射 面 １ ２ が 体 表 面 に 接 す る た め 、 IMT値 の 測 定 を 行
う の に 十 分 な 視 野 幅 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 で は 単 位 領 域 を ３ つ 設 け る 例 を 示 し た が 、 単 位 領 域 の 数 は 適 宜 定 め れ ば よ い 。
例 え ば 、 単 位 領 域 を ２ つ と し て 、 超 音 波 放 射 面 が 凸 状 屈 曲 部 又 は 凹 状 屈 曲 部 の い ず れ か 一
方 の み を 有 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 顎 関 節 よ り も 下 側 (凸 状 屈
曲 部 を 有 す る 場 合 )又 は 顎 と 頸 部 の 境 界 よ り も 上 側 (凹 状 屈 曲 部 を 有 す る 場 合 )の 領 域 に 、
顎 関 節 か ら 顎 と 頸 部 と の 境 界 ま で の 距 離 の 個 人 差 に 依 ら ず に 超 音 波 放 射 面 が 接 す る よ う に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 各 単 位 領 域 の 超 音 波 放 射 面 の 断 面 形 状 を 直 線 状 と し た が 、 少 な く
と も 一 部 の 単 位 領 域 の 超 音 波 放 射 面 を 曲 線 状 と し て も よ い 。 例 え ば 、 顎 関 節 と 上 記 境 界 と
の 間 の 体 表 面 の 形 状 は 凹 状 で あ る た め 、 図 １ の 領 域 １ ５ ２ の 部 分 を 凸 状 の 曲 面 と し て も よ
い 。 こ の 凸 状 の 単 位 領 域 に お い て も 、 他 の 領 域 の 超 音 波 素 子 と 同 じ 方 向 に 超 音 波 を 放 射 す
る よ う に 超 音 波 素 子 を 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 実 施 例 の 斜 視 図 及 び 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 超 音 波 探 触 子 の 寸 法 を 表 す 側 面 図 。
【 図 ３ 】 IMT値 測 定 箇 所 付 近 の 体 表 面 の 形 状 を 示 す 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ １ … ヘ ッ ド
１ ２ … 超 音 波 放 射 面
１ ３ … グ リ ッ プ
１ ４ … ケ ー ブ ル
１ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ … 単 位 領 域
１ ６ … 凹 状 屈 曲 部
１ ７ … 凸 状 屈 曲 部
２ １ … 顎 関 節
２ ２ … 顎 と 頸 部 と の 境 界
２ ３ … 顎
２ ４ … 頸 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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